
一般会計補正予算などの審議
５年度決算を認定
一般質問で１１人が市政を問う
委員会の行政視察報告

P. 2
P. 4
P. 9
P.15

表紙写真を一般募集しています。
詳しくは裏表紙をご覧ください。

〇明るい足元（御油神社）
〇令和5年12月31日撮影
　上原健壽（御油町）
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令和6年 9月定例会
会期　８月２７日～９月２４日（２９日間）

　６年度一般会計補正予算をはじめとした１５議案の
ほか、５年度各会計の決算認定１４件、報告８件が提出
されました。また、１１人が一般質問を行いました。

☜開会日の
録画配信

☜中日の
　録画配信

☜閉会日の
録画配信

会期日程
	 8月	27日	 本会議　開会　 	 会期の決定、市からの議案の提案説明など
	 8月	30日	 本会議　一般質問　 　11人の議員が市政について質問
	 9月	 2日	 本会議　一般質問　
	 9月	 3日	 本会議　一般質問　 　　
	 9月	 5日	 本会議　中日　 	 議案に対する質疑、
	 	 	 	 議案の委員会付託（審査を各常任委員会へ振り分け）、一部の議案の討論、採決
	 	 	 決算特別委員会	 委員長・副委員長の互選など	
	 9月	10日	 市民文教委員会・産業建設委員会　陳情の審査、付託議案の審査
	 9月	12日	 予算特別委員会	 ６年度一般会計補正予算の審査
	 9月	17日	、９月18日、９月19日　決算特別委員会　５年度決算の審査
	 9月	20日	 政策課題調査特別委員会　調査
	 9月	24日	 本会議　閉会　 	 委員会の委員長報告、委員長報告に対する質疑、討論、採決

議案の審査

P.9～12 録画配信の二次元コードを
掲載しています

P.2～3

P.14

P.14

P.4〜6

P.7

〈
第
77
号
議
案
〉
6
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
4
号
）

プ
リ
オ
ビ
ル
の
歩
道
を
改
修
し
ま
す
。

補 正
予 算

1

マークの日は録画配信があります。

☜ホームページは
こちら

豊川市のこんなことが決まりました
議案審議の内容は抜粋したものです。全ての議案名及び審議結果は、
8ページの議決状況の一覧またはホームページをご覧ください。

4つ4つの審査をの審査を

Pick up！Pick up！

　
プ
リ
オ
ビ
ル
北
東
の
歩
行
空
間
に
つ
い
て
、
段
差
の
解
消

な
ど
舗
装
の
改
善
を
図
り
な
が
ら
、
に
ぎ
わ
い
創
出
の
た
め

の
イ
ベ
ン
ト
空
間
と
し
て
活
用
可
能
と
な
る
改
修
を
行
い
ま

す
。（
２
９
２
２
万
円
追
加
）

Ｑ　

工
事
の
内
容
は
。

Ａ　

車
両
の
乗
り
入
れ
が
可

能
な
ブ
ロッ
ク
舗
装
へと

改
修
す
る
ほ
か
、照
明

灯
な
ど
の
付
属
施
設
の

改
修
も
併
せ
て
行
う
。

Ｑ　

改
修
工
事
を
行
う
こ
と

に
よ
る
効
果
は
。

Ａ　

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
な
ど
を

入
れ
た
企
画
が
可
能

と
な
り
、来
訪
者
の
増

大
が
期
待
で
き
る
ほ
か
、

段
差
の
解
消
に
よ
る
安

全
性
の
確
保
が
見
込
ま

れ
る
。

予
算
特
別
委
員
会
で

質
疑
が
あ
り
ま
し
た

北東側から見たプリオビル
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議案の審査

〈
第
77
号
議
案
〉
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
4
号
）

本
庁
舎
敷
地
内
の
松
の
現
況
確
認
を
実
施
し
ま
す
。

補 正
予 算

2

〈
第
77
号
議
案
〉
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
4
号
）

新
本
庁
舎
等
の
整
備
に
向
け
た
基
本
、
実
施
設
計
図
書
を	

作
成
し
ま
す
。

補 正
予 算

3
〈
第
85
号
議
案
〉
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
の
施
行

に
伴
い
、
市
営
住
宅
の
入
居
者
資
格
に
要
件
を
追
加
し
ま
す
。

条例の
一部改正

4

　
本
庁
舎
敷
地
内
の
松
に
つい
て
、市
民
か
ら
の
要
望
を
踏
ま
え
、新
本
庁
舎
の
設

計
業
務
に
着
手
す
る
前
に
、倒
木
の
恐
れ
の
あ
る
松
や
樹
勢
の
衰
え
て
い
る
松
の

有
無
を
調
査
し
、保
全
が
可
能
な
松
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、現
況
確
認
を
実

施
し
ま
す
。（
４
２
３
万
２
千
円
追
加
）

　
本
庁
舎
等
整
備
事
業
の
主
な
財
源
は
、他
の
地
方
債
と
比
較
し
て
有
利
な
条
件

で
借
り
入
れ
が
で
き
る
合
併
推
進
債
の
活
用
を
想
定
し
て
お
り
、そ
の
適
用
要
件

で
あ
る
６
年
度
中
の
設
計
業
務
に
着
手
し
ま
す
。（
６
７
２
０
万
円
追
加
）

　

親
族
で
な
け
れ
ば
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
市
営
住
宅
の
入
居
者
資
格
に
つ
い
て
、

制
度
に
基
づ
く
宣
誓
を
行
っ
た
方
も
、収
入
な
ど
の
条
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
入

居
資
格
を
有
す
る
と
認
め
ま
す
。

Ｑ　

業
務
委
託
の
内
容
は
。

Ａ　

ま
ず
事
前
調
査
と
し
て
、庁
舎

敷
地
内
の
３
メ
ー
ト
ル
超
の
松

に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、診
断
す

る
樹
木
を
特
定
す
る
。次
に
現

地
調
査
と
し
て
、特
定
し
た
樹

木
個
体
別
に
、目
視
に
よ
り
外

観
詳
細
診
断
を
実
施
し
、樹
木

健
全
度
の
診
断
及
び
移
植
の
適

否
に
つ
い
て
調
査
す
る
。

Ｑ　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

Ａ　

10
月
中
に
着
手
、12
月
末
ま
で

に
事
前
調
査
、７
年
１
月
に
現

地
調
査
を
実
施
し
、３
月
末
ま

で
に
診
断
調
書
等
を
作
成
す
る
。

診
断
結
果
は
、設
計
業
務
を
進

め
て
い
く
中
の
検
討
資
料
と
し

て
活
用
す
る
。

Ｑ　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

Ａ　

10
月
末
に
公
告
を
し
、第
１
次

審
査
及
び
第
２
次
審
査
を
経
て
、

７
年
２
月
中
に
業
者
を
選
定
、

３
月
中
に
基
本
、実
施
設
計
に

着
手
す
る
見
込
み
。

Ｑ　

住
民
説
明
会
で
の
市
民
か
ら
の
意

見
等
は
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
う
か
。

Ａ　

取
り
ま
と
め
を
行
い
、可
能
な
限

り
反
映
す
る
予
定
。

Ｑ　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ・フ
ァ
ミ
リ
ー
シ

ッ
プ
宣
誓
制
度
を
利
用
さ
れ
た
方

が
、市
営
住
宅
へ
入
居
申
し
込
み
を

す
る
際
の
具
体
的
な
手
続
き
は
。

Ａ　

従
来
の
入
居
手
続
き
書
類
に
加

え
、宣
誓
書
の
受
領
証
等
を
確

認
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

予
算
特
別
委
員
会
で

質
疑
が
あ
り
ま
し
た

予
算
特
別
委
員
会
で

質
疑
が
あ
り
ま
し
た

産
業
建
設
委
員
会
で

質
疑
が
あ
り
ま
し
た

本庁舎敷地内の松の木
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市の満80歳を盛大に祝う市制施行80周年記念式典を開催

【
問
】
市
制
施
行
80
周
年
記
念
事

業
の
成
果
と
今
後
の
展
望
は
。

【
答
】
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
も
っ

と
、
ず
っ
と
、
豊
川
。」
を
冠
し

た
数
多
く
の
記
念
事
業
に
延
べ
約

61
万
人
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
、

大
勢
の
方
に
本
市
の
さ
ら
な
る
飛

躍
を
願
っ
て
い
た
だ
け
た
。

　

市
民
や
団
体
と
協
力
し
な
が
ら

効
果
的
な
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
に
取

り
組
み
、
80
周
年
記
念
事
業
で
の

一
体
感
を
受
け
継
ぎ
、
将
来
に
わ

た
り
持
続
的
な
ま
ち
の
発
展
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。

【
問
】
子
育
て
支
援
施
策
に
つ
い

て
、
重
点
的
に
取
り
組
ん
だ
事
業

内
容
と
そ
の
成
果
は
。

【
答
】
児
童
発
達
相
談
セ
ン
タ
ー

で
実
施
し
て
い
る
療
育
事
業
で

は
、
小
児
リ
ハ
ビ
リ
の
経
験
の
あ

る
市
内
医
療
機
関
か
ら
、
理
学
療

法
士
、
作
業
療
法
士
の
派
遣
を
業

務
委
託
と
し
て
導
入
し
、
質
の
向

上
と
医
療
機
関
と
の
連
携
強
化
を

図
っ
た
。

　

老
朽
化
の
進
む
保
育
所
の
整
備

と
し
て
は
、
小
坂
井
東
保
育
園
の

園
舎
改
築
事
業
の
実
施
な
ど
保
育

環
境
の
向
上
に
努
め
た
ほ
か
、
小

坂
井
東
保
育
園
、
三
蔵
子
保
育
園

で
３
歳
未
満
児
の
定
員
を
増
や

し
、
若
い
世
代
が
子
育
て
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
に
努
め
た
。

　

ま
た
、
市
で
初
め
て
の
公
立
保
育

園
の
民
営
化
事
業
に
つ
い
て
、
社
会

福
祉
法
人
清
源
会
が
実
施
す
る
認

定
こ
ど
も
園
の
園
舎
建
設
等
へ
の

補
助
を
行
い
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
つ
な
が
る
整
備
を
進
め
た
。

【
問
】
市
政
全
般
に
お
け
る
決
算

の
認
識
は
。

【
答
】
市
制
施
行
80
周
年
を
迎
え
、

１
０
０
を
超
え
る
記
念
事
業
の
実

施
な
ど
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
た
ほ
か
、
八
幡
地
区
の
大
規

模
商
業
施
設
の
オ
ー
プ
ン
に
よ

る
に
ぎ
わ
い
や
新
規
雇
用
の
創

出
な
ど
、
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

　

ま
た
、
５
年
６
月
の
大
雨
に
よ

る
被
害
や
物
価
高
騰
が
市
民
生
活

に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
が
、
住

宅
被
害
や
再
建
に
関
す
る
支
援
金

や
非
課
税
世
帯
に
対
す
る
給
付
金

な
ど
、
状
況
に
応
じ
て
迅
速
に
実

施
し
た
。

　９月１７日から１９日の３日間にわたり決算特
別委員会が開かれました。一般会計・特別会計・
企業会計について、５年度の決算を審査し、収入・
支出が適法かつ正当に行われたかどうかを確認し
ました。
　ここでは、一般会計の審査内容や決算概要の一
部を紹介します。

一
般
会
計
決
算
に
つ
い
て

決
算
の
認
識
を
問
う

決
算
特
別
委
員
会

令和5年度決算

　

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
沿
っ
た
主
な

事
業
と
し
て
は
、
首
都
圏
で
の

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
等
を
通
じ
た
と

よ
か
わ
ブ
ラ
ン
ド
商
品
、
豊
川
産

農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
や
、
小
坂
井
東
保

育
園
の
園
舎
改
築
工
事
、
電
子
回

覧
板
の
導
入
支
援
な
ど
に
取
り
組

ん
だ
。

　

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
以
外
で
は
、
原

材
料
価
格
の
上
昇
、
物
価
高
騰
な

ど
に
対
応
す
る
た
め
、
機
動
的
に

補
正
予
算
を
編
成
し
、
持
続
可
能

な
生
活
支
援
、
地
域
経
済
の
活
性

化
・
継
続
支
援
及
び
子
育
て
支
援

に
資
す
る
施
策
を
重
点
課
題
と
し

て
実
施
し
た
。

5年度　5年度　
一般会計決算一般会計決算
　　　　　　　　などをなどを

総
括
質
疑
を
行
っ
た
各
会
派
の
主
な
質
疑
・
答
弁

と
よ
か
わ
未
来

公
明
党
市
議
団
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令和5年度決算

【
問
】
防
災
事
業
の
実
績
と
課
題

は
。

【
答
】
９
月
の
総
合
防
災
訓
練
や

年
間
を
通
じ
た
自
主
防
災
活
動
の

支
援
、
ア
ル
フ
ァ
化
米
な
ど
の
災

害
用
備
蓄
品
の
充
実
、
と
よ
か
わ

防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
な
ど
の

防
災
事
業
を
主
に
実
施
し
た
。

　

５
年
12
月
に
開
催
し
た
防
災
講

演
会
で
は
、
ト
イ
レ
の
重
要
性
や

携
帯
ト
イ
レ
の
備
蓄
の
必
要
性
に

つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
、
市
民
の

関
心
も
高
か
っ
た
。
ま
た
、
６
年

１
月
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震

に
よ
り
、
災
害
時
の
ト
イ
レ
の
重

要
性
を
再
認
識
し
た
。
ト
イ
レ
の

利
用
は
被
災
直
後
か
ら
問
題
化
す

る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
携
帯
ト

イ
レ
の
備
蓄
を
開
始
し
た
。

※小数点第２位以下は四捨五入しており、
合計額等は必ずしも一致しません。

一般会計決算の内訳

交付金・譲与税交付金・譲与税
68.8億円68.8億円
8.6%8.6%

繰入金繰入金
21.2億円21.2億円
2.6%2.6%

その他その他
24.9億円24.9億円
3.3%3.3%

諸支出金諸支出金
30.0億円30.0億円
4.0%4.0% 教育費教育費

64.8億円64.8億円
8.6%8.6%

諸収入諸収入
30.3億円30.3億円
3.8%3.8%

使用料など使用料など
64.1億円64.1億円
8.0%8.0%

地方交付税地方交付税
84.4億円84.4億円
10.5%10.5%

総務費総務費
100.5億円100.5億円
13.3%13.3%

衛生費衛生費
76.4億円76.4億円
10.1%10.1%

市債市債
45.0億円45.0億円
5.6%5.6%

国・県支出金国・県支出金
186.1億円186.1億円
23.2%23.2% 市税

302.6億円
37.7％

民生費
315.4億円
41.7％

52.1%52.1%
47.9%47.9%

農 業 振 興、
災害復旧など

病院の経営をよ
くするた め の 支
払いなど

教 育 環 境 の 整 備、
生涯学習など

市が借りた
お金の返済

消 防 や 防 災
対策など

道路や公園の整
備など

商工業や観光の
振興など

保健衛生、環境対策、
ごみ処理など

高齢者福祉、障害者福祉、
児童福祉など

給与、選挙、交通安
全 対 策、 防 犯 対 策、
文化振興など

市民税、固定資産税など
市民の皆さんから納めら
れるお金

国・県からの
補助金など

行政格差をなくすため
国が交付するお金

消防費消防費
23.4億円23.4億円
3.1%3.1%

公債費公債費
52.3億円52.3億円
6.9%6.9%

土木費土木費
50.1億円50.1億円
6.6%6.6%

商工費商工費
17.7億円17.7億円
2.3%2.3%

日
本
共
産
党
豊
川
市
議
団

歳出総額
755.5 億円

歳入総額
802.4 億円

歳入

歳出

0.5％0.5％
3億9216万円3億9216万円
（前年度比）（前年度比）

0.1％0.1％
7618万円7618万円
（前年度比）（前年度比）

自主財源の占める割合が
前年度比1.3ポイント上昇

どうなっている？
市の財政状況
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※１万円未満は四捨五入しています。

5 年度に実施した  主 な 事 業  を紹介します

●愛知御津駅周辺まちづくり整備事業

JR愛知御津駅の自由通路、駅前広場及
び橋上駅舎の詳細設計等に着手

804万円

●豊川産農産物普及促進事業●町内会加入促進事業

「とよかわ花マルシェ」の開催により、
豊川産花きや、その産地としての東三河
地域の魅力を発信

地域コミュニティの活性化のため、電子
回覧板アプリの導入等に要する経費を
補助

806万円143万円
●保育所整備事業

老朽化した小坂井東保育園の改築工事
や睦美保育園の基本設計など公立保育
所を整備

9億2,681万円

●合葬式市営墓地整備事業

多様化する市民の墓地需要に対応する
ため、御油合葬式墓園を整備

２億9,644万円
●豊川公園街なか賑わい創出基盤整備事業

元プロテニス選手の杉山愛氏を招き、硬
式テニス教室やトークショーなどの記念
イベントを開催

300万円

一般質問など、本会議の様子は、インターネットでの中継及び配信を行っています。ぜひご利用ください。

市役所ロビー（本庁舎１階）の
モニターでライブ中継を見るこ
ともできます。

ライブ中継・録画配信を行っています！

会議名一覧 議員名一覧 表示設定 動作環境

令和6年第3回定例会 ー 9月5日　中日

開議、会議録署名議員の指名、委員会付託、採決議案
（質疑、討論、表決）

会議名一覧へ戻る

発言内容

再生

ここを
クリックして
ください。

※左の二次元コードからアクセス
できます。 
通信料は利用者負担です。

令和5年度決算
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反

対

賛

成

大
型
建
設
事
業
を
見
直
し
、

市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
施
策
の
実
施
を

多
く
の
課
題
に
取
り
組
み
、

健
全
で
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
に
努
め
て
い
る

　

市
独
自
の
事
業
と
し
て
水
道
基
本
料
金
の
減
免
を
行
っ
た
こ
と
は
評
価
す
る
が
、
他
市
で

実
施
さ
れ
て
い
た
小
中
学
校
の
給
食
費
無
償
化
や
18
歳
ま
で
の
医
療
費
の
無
料
化
が
実
施
さ

れ
て
お
ら
ず
、
決
算
の
黒
字
資
金
を
市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
施
策
の
実
施
に
充
て
る
べ
き

で
あ
っ
た
。

　

次
に
、
小
中
学
校
の
施
設
整
備
が
遅
れ
て
い
る
。
特
に
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ

い
て
は
、
避
難
所
と
し
て
の
体
育
館
の
役
割
を
考
慮
し
、
最
優
先
課
題
と
し
て
取
り
組
む
べ

き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
大
型
建
設
事
業
が
推
進
さ
れ
て
い
る
が
、
近
年
の
物
価
高
騰
の
中
、
事
業
遂
行
に

は
多
額
の
資
金
が
必
要
で
あ
り
、
市
民
に
と
っ
て
緊
急
性
の
低
い
大
型
建
設
事
業
は
、
延
期

や
凍
結
、
簡
素
化
な
ど
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。
市
民
の
暮
ら
し
と
子
育
て
支
援
、
災
害

対
策
、
教
育
の
充
実
に
予
算
を
充
て
る
べ
き
で
あ
り
、
反
対
す
る
。

　

原
材
料
費
の
高
騰
や
設
備
投
資
な
ど
の
影
響
に
よ
り
法
人
市
民
税
が
減
少
し
た
も
の

の
、
雇
用
・
所
得
環
境
の
改
善
な
ど
、
景
気
の
安
定
に
よ
る
個
人
市
民
税
の
増
加
等
で
市

税
全
体
で
増
収
し
、
黒
字
決
算
と
な
っ
て
い
る
。

　

記
録
的
な
大
雨
被
害
に
対
し
、
災
害
復
旧
や
被
災
者
支
援
の
実
施
、
河
川
や
道
路
冠
水

の
監
視
カ
メ
ラ
等
設
置
費
補
助
の
拡
充
な
ど
を
推
進
し
、
物
価
高
騰
対
応
の
生
活
支
援
等

で
市
民
の
暮
ら
し
と
安
全
を
守
る
こ
と
に
努
め
た
。
さ
ら
に
、
園
舎
改
築
を
計
画
的
に
実

施
し
、
保
育
需
要
に
対
す
る
環
境
整
備
拡
充
な
ど
の
子
育
て
支
援
施
策
を
実
施
し
た
こ
と

や
、
豊
川
産
農
産
物
Ｐ
Ｒ
の
展
開
な
ど
多
岐
に
渡
る
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
大
型
建
設
事
業
の
実
施
に
向
け
、
補
助
金
や
基
金
の
活
用
に
留
意
し
、
臨
時
財

政
対
策
債
の
未
発
行
な
ど
、
健
全
で
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
に
努
め
て
お
り
、
賛
成
す

る
。

認定第１号 ５年度一般会計決算の認定

主な  討　論
本会議で行われた

※会派別賛否の状況については、 
8ページの議決状況の一覧で 
ご確認ください。

認定

本会議の状況

議決状況の一覧

■7月臨時会 ○賛成 ×反対

未来―とよかわ未来（19） 公明―公明党市議団（3） 共産―日本共産党豊川市議団（2） 清廉―清廉の会（2） 無会派―1人会派（3）
※（　）内は所属人数で、議長は表決に加わりません。

　7 月 26 日に開催され、主に消防署本署庁舎整備工事の請負契約に関する議案について審議しました。

議 案 名 付託
委員会

会 派 別 賛 否 状 況 議 決
結 果未 来 公 明 共 産 清 廉 無会派

議案 75　消防署本署庁舎整備工事のうち機械設備工事請負契約の締結 ― ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 76　消防署本署庁舎整備工事のうち建築工事請負契約の変更 ― ○ ○ ○ ○ ○ 可決

報告 12　損害賠償の額の決定に関する専決処分の報告 ― ― ― ― ― ― 報告

☜ホームページ
（議案の内容）
はこちら

報告 12 については、報告のみで採決はありません。
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議決状況の一覧

■9月定例会 ○賛成 ×反対

未来―とよかわ未来（19） 公明―公明党市議団（3） 共産―日本共産党豊川市議団（2） 清廉―清廉の会（2） 無会派―1人会派（3）
※（　）内は所属人数で、議長は表決に加わりません。

議 案 名 付託
委員会

会 派 別 賛 否 状 況 議 決
結 果未 来 公 明 共 産 清 廉 無会派

議案 77　６年度一般会計補正予算（第４号） 予算特別 ○ ○ × ○ ○× 可決

議案 78　６年度公共駐車場事業特別会計補正予算（第１号） ― ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 79　６年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号） ― ○ ○ × ○ ○× 可決

議案 80　６年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） ― ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 81　個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正 ― ○ ○ × ○ ○× 可決

議案 82　昭和 51 年度退隠料等の年額の改定に関する条例の一部改正 ― ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 83　６年度退隠料等の年額の改定に関する条例の制定 ― ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 84　国民健康保険条例の一部改正 ― ○ ○ × ○ ○× 可決

議案 85　市営住宅条例の一部改正 産業建設 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 86　市道路線の廃止 ― ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 87　市道路線の認定 ― ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 88　仮想基盤システム機器の取得 ― ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 89　愛知県後期高齢者医療広域連合規約の変更 ― ○ ○ × ○ ○× 可決

議案 90　５年度水道事業会計未処分利益剰余金の処分 決算特別 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 91　５年度下水道事業会計未処分利益剰余金の処分 決算特別 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

認定１　５年度一般会計決算の認定 決算特別 ○ ○ × ○ ○ 認定

認定２　５年度東三河都市計画事業豊川西部土地区画整理事業特別会計決算の認定 決算特別 ○ ○ ○ ○ ○ 認定

認定３　５年度東三河都市計画事業豊川駅東土地区画整理事業特別会計決算の認定 決算特別 ○ ○ ○ ○ ○ 認定

認定４　５年度公共駐車場事業特別会計決算の認定 決算特別 ○ ○ ○ ○ ○ 認定

認定５　５年度国民健康保険特別会計決算の認定 決算特別 ○ ○ × ○ ○ 認定

認定６　５年度後期高齢者医療特別会計決算の認定 決算特別 ○ ○ × ○ ○ 認定

認定７　５年度土地取得特別会計決算の認定 決算特別 ○ ○ ○ ○ ○ 認定

認定８　５年度一宮財産区管理事業特別会計決算の認定 決算特別 ○ ○ ○ ○ ○ 認定

認定９　５年度赤坂財産区管理事業特別会計決算の認定 決算特別 ○ ○ ○ ○ ○ 認定

認定 10　５年度長沢財産区管理事業特別会計決算の認定 決算特別 ○ ○ ○ ○ ○ 認定

認定 11　５年度萩財産区管理事業特別会計決算の認定 決算特別 ○ ○ ○ ○ ○ 認定

認定 12　５年度水道事業決算の認定 決算特別 ○ ○ ○ ○ ○ 認定

認定 13　５年度下水道事業決算の認定 決算特別 ○ ○ × ○ ○ 認定

認定 14　５年度病院事業決算の認定 決算特別 ○ ○ ○ ○ ○ 認定

報告 13　５年度内部統制評価報告書 ― ― ― ― ― ― 報告

報告 14　損害賠償の額の決定に関する専決処分の報告 ― ― ― ― ― ― 報告

報告 15　５年度一般会計継続費の精算 ― ― ― ― ― ― 報告

報告 16　５年度下水道事業会計継続費の精算 ― ― ― ― ― ― 報告

報告 17　土地開発公社の５年度事業報告 ― ― ― ― ― ― 報告

報告 18　株式会社本宮の経営状況 ― ― ― ― ― ― 報告

報告 19　公益財団法人豊川市国際交流協会の経営状況 ― ― ― ― ― ― 報告

報告 20　公益社団法人豊川文化協会の経営状況 ― ― ― ― ― ― 報告

報告 13 ～ 20 については、報告のみで採決はありません。

☜ホームページ
（議案の内容）
はこちら

本会議の状況



市
政
を
問
う
！

一
般
質
問

9　議会だより No.211

一般質問

①ネーミングライツ
　市の保有する施設に名称を
付与する権利（命名権）のこと。
　命名権購入者は、市の保有
する施設の名称に、企業名や
商品名などを冠した愛称を付
与し、施設の名称として使用す
る代わりに、市に対してその対
価を支払う。

②過去地震最大モデル
　南海トラフで繰り返し発生している地震・津波のう
ち、過去に実際に発生したものを参考に想定したも
ので、地震・津波対策を進める上で軸となるもの。
③３小学校区
　ここでは、御津南部、小坂井東、小坂井西小学校区のこと。
④避難者台帳
　災害時に避難所や自宅、車中などで避難生活を送
る際に避難所へ提出する必要がある台帳。提出する
ことで避難者登録され、生活支援が受けられる。

早は
や

川か
わ

喬た
か

俊と
し

道
路
の
維
持
管
理
・
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
つ
い
て

松ま
つ

下し
た

和か
ず

司し

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
お
け
る

被
害
予
想
と
対
策
に
つ
い
て

【
問
】
市
田
八
幡
線
の
大

型
車
両
の
規
制
は
可
能
か
。

【
答
】
環
状
線
の
三
蔵
子

工
区
が
開
通
し
、
今
後
の

交
通
状
況
の
注
視
が
必
要
。

流
入
を
抑
制
す
る
短
期
的

な
対
策
と
し
て
、
進
入
抑

制
を
促
す
看
板
を
設
置
し
、

環
状
線
へ
誘
導
す
る
こ
と

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

【
問
】
横
断
歩
道
橋
へ
の

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
導
入

の
可
能
性
は
。

【
答
】
立
地
条
件
や
形
状
、

規
模
な
ど
の
課
題
が
あ
る

が
、
他
市
の
事
例
を
参
考

に
検
討
し
て
い
く
。

【
問
】
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
の
整
備
に
必

要
な
事
業
費
と
期
間
は
。

【
答
】
本
線
直
結
型
は
約

25
億
円
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
・
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

接
続
型
は
約
15
億
円
。
設

置
の
決
定
か
ら
事
業
着
手

ま
で
に
約
10
年
か
か
る
。

【
問
】
設
置
の
考
え
は
。

【
答
】
交
通
状
況
の
変
化

や
高
速
道
路
周
辺
の
新
た

な
土
地
利
用
に
よ
る
交
通

量
の
増
加
な
ど
、
整
備
へ

の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
た
場

合
に
は
改
め
て
検
討
す
る
。

【
問
】
特
に
被
害
が
大
き

い
地
域
の
被
害
予
想
は
。

【
答
】
過
去
地
震
最
大
モ

デ
ル
で
の
死
者
数
の
う
ち
、

３
小
学
校
区
で
６
割
以
上

を
占
め
、
小
坂
井
西
小
学

校
区
は
、
避
難
者
数
が
収

容
可
能
人
数
を
超
過
す
る
。

【
問
】
小
坂
井
西
小
学
校

区
で
収
容
可
能
人
数
を
超

過
す
る
こ
と
へ
の
見
解
は
。

【
答
】
校
区
内
の
集
会
所

に
は
、
比
較
的
強
度
が
高

い
構
造
で
冷
暖
房
が
備
わ

っ
て
い
る
施
設
も
あ
り
、

自
主
避
難
所
と
し
て
活
用

可
能
と
認
識
。
ま
た
、
自

主
避
難
所
の
支
援
に
必
要

な
情
報
は
、
避
難
者
台
帳

に
よ
り
把
握
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

【
問
】
帰
宅
困
難
者
対
策

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

【
答
】
対
策
を
協
議
す
る

団
体
は
設
置
し
て
い
な
い

た
め
、
他
市
の
事
例
を
参

考
に
す
る
。
ま
た
、
要
請

に
基
づ
き
防
災
活
動
を
行

う
事
業
所
の
登
録
制
度
で

は
、
一
時
避
難
場
所
等
の

提
供
に
つ
い
て
、
35
事
業

所
の
登
録
が
あ
り
、
対
策

の
一
助
と
な
っ
て
い
る
。

①

◎一般質問 市政全般の事務の執行状況や今後の方針を問う

「道路の維持管理」 
「スマートインターチェンジ」　

「南海トラフ地震における被害予想と対策」

「インクルーシブ教育の考え方」　　

「生活課題を抱える方への支援」　

「災害への備え」　

「中学校の校則」      

「豊川市の特産品と食育と農業」  

「入札制度及び業種区分、入札参加業者」

「小中学校児童・生徒の不登校」 
「市内中学校の制服」　

「大災害から市民の命と暮らしを守る対策を」 
「交通は人権、市民の移動を保障する公共交通政策」ほか

「進む米軍と自衛隊の一体化、戦争国家への暴走の認識と地方自治の
立場から意見を主張し、市民を守る考え」 

「猛暑の夏の熱中症対策」

早 川  喬 俊 

松 下  和 司
北 澤  伸 道
井 川  郁 恵
松 井  俊 満
林 　  正 子
鈴 木  佳 孝
倉 橋  英 樹
中 村  直 巳 

安 間  寛 子 

佐 藤  郁 恵

３
日
間

　
11
人
の

課題は？

今後の見通しは？

事業の
進捗状況は？

二
次
元
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で

読
み
取
る
か
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
議
会
中
継
」
よ
り
、

全
て
の
内
容
を
動
画
で
視
聴
で
き
ま
す
。

②

③

④
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【
問
】
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

教
育
が
必
要
な
理
由
は
。

【
答
】
子
供
は
、
子
供
同

士
で
刺
激
し
合
う
こ
と
で

成
長
す
る
た
め
、
包
括
的

に
教
育
し
た
ほ
う
が
多
く

の
こ
と
を
学
べ
る
た
め
。

ま
た
、
障
害
の
有
無
な
ど

で
分
離
し
て
教
育
を
受
け

る
と
、
そ
の
状
況
が
当
然

の
認
識
と
し
て
育
ち
、
大

人
に
な
っ
て
か
ら
共
に
生

活
で
き
な
く
な
る
た
め
。

【
問
】
教
員
不
足
解
消
に

向
け
た
県
へ
の
要
望
は
。

【
答
】
特
別
支
援
学
級
数

が
年
々
増
加
し
て
い
る
こ

と
が
教
員
不
足
の
要
因
の

一
つ
。
採
用
数
の
確
保
や

出
産
を
控
え
た
教
員
の
代

替
教
員
の
前
倒
し
任
用
、

教
員
免
許
の
弾
力
化
な
ど

を
要
望
し
て
い
る
。

【
問
】
学
校
に
お
け
る
バ

リ
ア
フ
リ
ー
の
現
状
は
。

【
答
】
屋
内
運
動
場
や
校

舎
の
玄
関
へ
の
ス
ロ
ー
プ

の
設
置
の
ほ
か
、
昇
降
車

を
保
有
し
、
必
要
な
学
校

で
活
用
し
て
い
る
。
ま
た
、

み
ん
な
の
ト
イ
レ
の
整
備

を
進
め
、
今
後
、
全
小
中

学
校
に
設
置
す
る
予
定
。

【
問
】
５
年
度
の
相
談
支

援
に
関
す
る
実
績
は
。

【
答
】
福
祉
相
談
セ
ン
タ

ー
窓
口
の
総
合
相
談
件
数

は
、
前
年
度
か
ら
約
45
％

増
。
相
談
支
援
か
ら
つ
な

が
っ
た
他
機
関
協
働
事
業

と
し
て
、
重
層
的
支
援
会

議
を
９
回
開
催
。
さ
ら
に

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

支
援
会
議
を
13
回
開
催
。

ま
た
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事

業
を
26
件
行
っ
た
。

【
問
】
福
祉
分
野
以
外
と

の
連
携
、
事
業
所
間
連
携

に
よ
る
居
場
所
づ
く
り
の

実
施
例
は
。

【
答
】
前
者
は
、
障
害
の

あ
る
方
も
参
加
で
き
る
畑

の
収
穫
な
ど
を
実
施
。
後

者
は
、
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
事
業
の
学
習
支
援
事

業
と
連
携
し
、
障
害
の
有

無
な
ど
に
か
か
わ
ら
ず
参

加
で
き
る
ボ
ッ
チ
ャ
を
、

ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
で
実
施
。

【
問
】
今
後
の
支
援
体
制

整
備
の
方
針
は
。

【
答
】
７
年
度
か
ら
９
年

度
に
か
け
て
、
Ｃ
Ｓ
Ｗ
を

11
名
か
ら
13
名
に
増
員
し
、

包
括
的
な
支
援
体
制
の
強

化
を
図
る
。

【
問
】
協
定
先
と
の
燃
料

供
給
依
頼
実
施
手
順
は
。

【
答
】
様
式
や
要
請
先
な

ど
を
協
定
実
施
細
目
に
規

定
。
大
規
模
災
害
発
生
時

等
に
円
滑
な
協
力
要
請
依

頼
が
で
き
る
よ
う
、
よ
り

明
確
な
運
用
手
法
等
を
定

め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、

検
討
を
進
め
て
い
る
。

【
問
】
協
定
締
結
福
祉
避

難
所
の
収
容
可
能
人
数
は
。

【
答
】
高
齢
者
施
設
が
95

人
、
障
害
者
施
設
が
33
人
。

大
規
模
災
害
を
想
定
す
る

と
十
分
と
言
え
ず
、
要
望

の
あ
る
特
別
支
援
学
校
へ

の
在
校
生
等
の
避
難
な
ど
、

民
間
社
会
福
祉
施
設
以
外

で
の
避
難
所
開
設
も
検
討

が
必
要
と
考
え
る
。

【
問
】
自
主
防
災
会
の
活

動
を
促
進
す
る
た
め
の
施

策
に
対
す
る
考
え
は
。

【
答
】
防
災
訓
練
の
進
め

方
や
会
員
向
け
の
防
災
講

座
、
組
織
の
活
性
化
の
た

め
の
取
り
組
み
な
ど
に
、

相
談
に
応
じ
て
、
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
派
遣
を
含
め
、
問

題
解
決
に
資
す
る
対
応
を

検
討
し
て
い
く
。

一般質問

松ま
つ

井い

俊と
し

満み
つ

災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て

北き
た

澤ざ
わ

伸の
ぶ

道み
ち

本
市
に
お
け
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

教
育
の
考
え
方
に
つ
い
て

井い

川が
わ

郁い
く

恵え

生
活
課
題
を
抱
え
る
方
へ
の

支
援
に
つ
い
て

⑤インクルーシブ教育
　人間の多様性の尊重等の強化、障害者が精
神的・身体的な機能等を最大限度まで発達さ
せ、自由な社会に効果的に参加可能とすること
を目的に、障害のある者とない者が共に学ぶ
仕組み。
⑥みんなのトイレ
　車椅子でそのまま入ることができるなど、誰
もが円滑に利用しやすい多目的トイレ。

⑦重層的支援会議
　支援関係機関等が集まり、支援プランの検討と決定、支援
のために必要なそれぞれの役割などについて協議する会議。
⑧支援会議
　支援が届いていない方について、支援機関や地域の様々
な団体などが集まり、情報の共有や対応を検討する会議。
⑨アウトリーチ
　生活上の課題を抱えながらも自ら援助にアクセス
できない個人や家族に対し、支援につながるよう積
極的に働きかける取り組みのこと。

⑩協定
　災害時における情報及び救助作業等応援措置用資機
材の提供並びに燃料油類の供給に関する協定のこと。
　平成１５年２月２８日に、豊川宝飯石油業協同組合及
び愛知県石油商業組合東三河第２地区と締結している。

⑪協定締結福祉避難所
　常時専門的な人材の関わりが必要な方など
を対象に開設する、協定を締結した民間社会
福祉施設等の避難所のこと。

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩⑪
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【
問
】
準
市
内
業
者
Ａ
社

は
、
他
市
で
落
札
実
績
が

複
数
あ
る
が
、
平
成
31
年

度
か
ら
市
で
の
指
名
が
な

い
。
逆
に
Ｂ
社
は
、
Ａ
社

よ
り
も
県
全
体
で
の
指
名

は
少
な
い
が
、
市
で
の
指

名
は
多
い
。
理
由
は
。

【
答
】
業
者
の
規
模
や
技

術
者
数
、
本
市
に
お
け
る

関
連
業
務
を
含
む
施
工
実

績
な
ど
を
考
慮
し
た
結
果
。

【
問
】
要
綱
ど
お
り
準
市

内
優
先
に
す
る
考
え
は
。

【
答
】
市
内
及
び
準
市
内

業
者
へ
の
優
先
発
注
が
基

本
だ
が
、
県
内
他
団
体
で

の
施
工
実
績
等
も
参
考
に

で
き
る
方
法
を
検
討
す
る
。

【
問
】
最
低
制
限
価
格
を

設
定
し
た
案
件
の
状
況
は
。

【
答
】
４
年
度
は
、
２
者

以
上
が
最
低
制
限
価
格
と

同
額
な
の
は
４
件
、
下
回

っ
た
の
は
５
件
。
同
様
に

５
年
度
は
、
６
件
、
２
件
。

【
問
】
最
低
制
限
価
格
の

撤
廃
や
調
査
基
準
価
格
制

度
へ
の
転
換
の
考
え
は
。

【
答
】
他
団
体
の
状
況
に

注
視
し
、
低
入
札
価
格
調

査
制
度
導
入
に
よ
る
効
果

な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

一般質問

倉く
ら

橋は
し

英ひ
で

樹き

入
札
制
度
及
び
業
種
区
分
、

入
札
参
加
業
者
に
つ
い
て

【
問
】
こ
だ
わ
り
農
産
物

の
と
よ
か
わ
ブ
ラ
ン
ド
と

の
連
携
の
考
え
は
。

【
答
】
連
携
に
よ
り
、
他

の
地
域
に
は
な
い
個
性
を

作
り
出
せ
る
要
素
を
持
っ

て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

こ
だ
わ
り
農
産
物
の
認
証

基
準
が
未
設
定
の
と
よ
か

わ
ブ
ラ
ン
ド
農
産
物
に
つ

い
て
も
、
認
証
に
向
け
た

検
討
を
進
め
て
い
く
。

【
問
】
農
作
物
に
係
る
食

の
安
全
に
関
わ
る
取
組
は
。

【
答
】
食
育
推
進
計
画
を

策
定
し
、
教
育
や
保
健
な

ど
関
係
部
門
と
連
携
し
た

規
則
正
し
い
食
生
活
の
実

践
、
こ
だ
わ
り
農
産
物
や

と
よ
か
わ
ブ
ラ
ン
ド
を
意

識
し
た
地
産
地
消
の
推
進

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

【
問
】
今
後
の
就
農
支
援

対
策
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

【
答
】
と
よ
か
わ
就
農
塾

や
新
規
就
農
希
望
者
相
談

等
に
よ
り
、
営
農
定
着
に

向
け
、
就
農
前
か
ら
の
切

れ
目
な
い
支
援
を
行
う
と

と
も
に
、
メ
ニ
ュ
ー
が
複

数
あ
る
た
め
、
情
報
を
一

元
化
し
、
活
用
し
や
す
い

情
報
の
提
供
を
目
指
す
。

【
問
】
子
ど
も
の
権
利
条

約
、
こ
ど
も
基
本
法
で
関

係
す
る
条
項
へ
の
認
識
は
。

【
答
】
前
者
は
、
自
分
ら

し
く
生
き
る
た
め
の
最
低

限
を
保
障
し
て
お
り
、
子

供
の
言
う
と
お
り
に
す
る

よ
う
求
め
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
後
者
の
基
本
理

念
に
は
、
年
齢
等
に
よ
り
、

意
見
を
言
え
た
り
社
会
活

動
に
参
加
で
き
る
こ
と
と

あ
り
、
自
分
で
改
善
・
行

動
す
る
能
力
を
成
長
さ
せ

る
こ
と
は
重
要
と
考
え
る
。

校
則
に
つ
い
て
も
確
認
・

議
論
す
る
機
会
を
設
け
る

等
、
見
直
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
と
認
識
し
て
い
る
。

【
問
】
ピ
ア
ス
の
検
査
で

耳
を
触
っ
た
教
員
が
い
る

と
党
本
部
に
相
談
が
あ
っ

た
。
事
実
確
認
の
結
果
は
。

【
答
】
女
性
教
員
が
女
子

中
学
生
の
耳
に
触
れ
て
確

認
し
た
の
は
事
実
。

【
問
】
そ
の
事
実
に
対
す

る
教
育
委
員
会
の
見
解
は
。

【
答
】
同
意
を
得
ず
触
れ

た
こ
と
で
不
快
な
思
い
を

与
え
た
の
な
ら
、
や
や
配

慮
に
欠
け
る
行
為
だ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

林は
や
し

 

正ま
さ

子こ

中
学
校
の
校
則
に
つ
い
て

鈴す
ず

木き

佳よ
し

孝た
か

豊
川
市
の
特
産
品
と
食
育
と

農
業
に
つ
い
て

⑫子どもの権利条約
　世界中全ての子供たちが持つ人権を定めた
もので、１９８９年１１月２０日に国連総会
において採択され、日本は１９９４年に批准
した。
　基本的な考え方に、「差別の禁止」、「子供の
最善の利益」、「生命、生存及び発達に対する
権利」、「子供の意見の尊重」があり、日本の子
供に関する基本的な法律である「こども基本
法」にも取り入れられている。

⑬こだわり農産物
　農薬・化学肥料について県の慣行レベルより
３割以上低減して栽培された安全・安心でおい
しい野菜や米を提供するため、こだわり農産物審
査委員会で審査を行い、合格した農産物のこと。
⑭食育推進計画
　ここでは、第３次豊川市食育推進計画のこと。
　「人と人がつながる食育の推進」、「健康につながる食
育の推進」、「地域につながる食育の推進」、「エコライフ
につながる食育の推進」の４つを基本目標としている。

⑮準市内業者
　市内に支社または営業所等を有し、各支社
長等が契約に関する職務権限を受任している
業者のこと。

⑯要綱
　豊川市建設工事等指名業者選定要綱のこ
と。

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯
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一般質問

中な
か

村む
ら

直な
お

巳み

発
達
障
害
の
児
童
生
徒
へ
の

配
慮
に
つ
い
て

【
問
】
戦
車
の
公
道
で
の

運
転
訓
練
は
問
題
は
な
い

の
か
。
ま
た
、
子
供
向
け

の
戦
車
の
展
示
な
ど
に
反

対
の
立
場
を
示
す
考
え
は
。

【
答
】
前
者
は
、
自
衛
隊

の
実
施
す
る
訓
練
で
あ
り
、

答
え
る
立
場
に
は
な
い
。

後
者
に
つ
い
て
は
、
展
示

し
な
い
よ
う
要
請
す
る
考

え
は
な
い
。

【
問
】
適
格
者
名
簿
の
提

出
を
見
直
す
考
え
は
。

【
答
】
自
衛
隊
か
ら
要
請

が
あ
れ
ば
協
力
し
て
い
く
。

【
問
】
生
活
保
護
受
給
者

の
エ
ア
コ
ン
の
未
設
置
や
、

使
用
で
き
な
い
世
帯
数
を

早
急
に
把
握
す
る
考
え
は
。

【
答
】
一
斉
に
調
査
す
る

考
え
は
な
い
が
、
訪
問
な

ど
、
日
々
の
ケ
ー
ス
ワ
ー

ク
を
通
し
て
実
態
の
把
握

に
努
め
て
い
く
。

【
問
】
高
齢
者
な
ど
熱
中

症
予
防
の
要
配
慮
世
帯
へ

独
自
に
エ
ア
コ
ン
設
置
補

助
を
行
う
考
え
は
。

【
答
】
国
の
生
活
保
護
の

実
施
要
領
に
定
め
る
基
準

に
沿
っ
て
実
施
す
る
こ
と

と
し
、
現
時
点
で
、
設
置

補
助
を
行
う
考
え
は
な
い
。

【
問
】
校
舎
の
老
朽
化
に

伴
う
赤
水
な
ど
へ
の
対
応

と
し
て
、
各
学
校
で
用
意

し
て
い
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
水
を
保
護
者
負
担
と
せ

ず
、
予
算
化
す
る
考
え
は
。

【
答
】
飲
料
水
は
持
参
を

基
本
と
し
て
い
る
。
足
り

な
い
場
合
は
、
学
校
で
の

現
在
の
対
応
を
継
続
す
る
。

【
問
】
全
避
難
所
に
エ
ア

コ
ン
を
設
置
す
る
考
え
は
。

【
答
】
直
ち
に
完
備
は
で

き
な
い
が
、
災
害
の
状
況

等
に
応
じ
て
冷
風
機
な
ど

の
配
備
を
検
討
し
て
い
く
。

【
問
】
学
校
プ
ー
ル
の
老 

朽
化
の
現
状
は
。

【
答
】
昭
和
40
年
代
半
ば

か
ら
50
年
代
に
建
設
し
、

平
成
に
入
り
７
校
で
改
築

し
た
。
多
く
は
建
設
当
初

の
も
の
を
使
用
し
て
い
る
。

【
問
】
老
朽
化
や
猛
暑
へ

の
対
策
と
し
て
、
授
業
は

屋
内
プ
ー
ル
で
行
え
る
よ

う
に
、
屋
内
市
民
プ
ー
ル

を
複
数
新
設
す
る
考
え
は
。

【
答
】
民
間
ス
ク
ー
ル
を

活
用
し
た
授
業
を
モ
デ
ル

的
に
実
施
し
、
課
題
の
整

理
等
を
行
う
。
現
時
点
で

新
設
の
計
画
は
な
い
。

【
問
】
不
登
校
の
原
因
の

分
類
は
。

【
答
】
い
じ
め
の
被
害
、

疑
い
を
含
む
障
害
に
起
因

す
る
特
別
な
教
育
的
支
援

な
ど
の
14
項
目
。

【
問
】
発
達
障
害
の
生
徒

へ
の
試
験
で
の
配
慮
は
。

【
答
】
定
期
テ
ス
ト
に
お

い
て
、
別
室
で
の
受
験
や

時
間
の
延
長
、
全
教
科
ル

ビ
を
振
る
な
ど
の
対
応
を

し
て
い
る
中
学
校
が
あ
る
。

【
問
】
ギ
フ
テ
ッ
ド
の
児

童
生
徒
へ
の
対
応
は
。

【
答
】
特
別
な
対
応
は
し

て
い
な
い
が
長
所
を
捉
え

よ
う
と
す
る
営
み
を
日
々

行
っ
て
い
る
。
個
別
最
適

な
学
び
の
環
境
を
整
え
る

こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

【
問
】
制
服
に
つ
い
て
の

考
え
方
は
。

【
答
】
児
童
生
徒
の
発
達

段
階
や
時
代
の
変
化
等
を

踏
ま
え
、
校
長
に
よ
り
制

定
さ
れ
る
も
の
と
認
識
。

【
問
】
新
し
い
制
服
の
導

入
状
況
は
。

【
答
】
６
年
度
に
導
入
済

み
の
中
学
校
は
５
校
。
７

年
度
に
１
校
、
８
年
度
に

２
校
が
予
定
し
て
い
る
。

佐さ

藤と
う

郁い
く

恵え

猛
暑
の
夏
の
熱
中
症
対
策

に
つ
い
て

安あ
ん

間ま

寛ひ
ろ

子こ

小
中
学
校
で
の
水
・
飲
料
水
の

提
供
に
つ
い
て

⑰ギフテッド
　高い学業成績があ
り、Ｉ Ｑ が お お む ね
１３０以上で、１つ以
上の領 域で傑 出した
才能がある場合にギフ
テッドと呼ばれること
がある。

⑱適格者名簿の提出
　ここでは、防衛大臣からの依頼に応じて、
自衛官等の募集のために必要な住民基本情
報の提供を行うことを指す。
　なお、市では情報提供を行う年度に18歳
及び22歳に到達する市民の氏名、住所を紙
媒体で提供している。

⑰

⑱
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委 員 会 を 開 催 し ま し た

委員会で行った調査について、主な質疑・答弁を掲載します。

委員会とは？

　議員全員が参集する本会議
の下審査機関として、専門的・
能率的な審査や、重要な事柄
についての調査をするための
会議です。

常 任 委 員 会
　部門別に、本会議から付託された議案や送付された陳情の審査、所管する
事項の調査などを行う委員会で、以下の４つの委員会があります。
総 務 委 員 会	：危機管理課、企画部、総務部、財務部、消防本部、他	
	 	 の委員会の所管に属さない事項に関すること	
福 祉 委 員 会	：福祉部、子ども健康部、市民病院に関すること	
市民文教委員会	：市民部、教育委員会に関すること	
産業建設委員会	：産業環境部、建設部、都市整備部、上下水道部に関す	
	   ること

特 別 委 員 会
　常任委員会とは別に、市の重要な課題など特定の事柄について、専門的
に審査や調査を行う委員会です。政策課題調査特別委員会、予算特別委員会、
決算特別委員会があります。

Q

A

こんなことを聞きました

福
祉
委
員
会

7
月
22
日

所
管
事
務
調
査

私
立
幼
稚
園
入
園
応
援
金

政
策
課
題
調
査
特
別
委
員
会

7
月
24
日

本
庁
舎
等
整
備
基
本
計
画（
案
）

幼稚園の入園にかかる保護者負担を軽減

市本庁舎整備を進めるための基本計画を作成

　

私
立
幼
稚
園
入
園
応
援
金
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
・
答
弁
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

本
庁
舎
等
整
備
基
本
計
画
（
案
）
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
・
答
弁
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
問
】
入
園
時
に
か
か
る
費
用
に
つ
い
て
、
入

園
応
援
金
に
満
た
な
い
幼
稚
園
も
あ
る
か

と
思
う
が
、
一
律
に
３
万
円
の
支
給
と
す

る
の
か
。

【
答
】
入
園
時
に
準
備
す
る
用
具
等
の
費
用
が

入
園
応
援
金
よ
り
も
少
な
く
な
る
場
合
も

あ
る
が
、入
園
し
て
か
ら
保
護
者
等
が
負
担

す
る
教
材
等
も
あ
る
。保
護
者
等
の
負
担
軽

減
と
入
園
者
の
増
加
を
図
る
目
的
か
ら
、一

律
３
万
円
を
支
給
す
る
。

【
問
】
市
内
初
の
認
定
こ
ど
も
園
で
あ
る
豊
川

東
幼
稚
園
は
、今
回
の
入
園
応
援
金
の
対
象

と
な
ら
な
い
の
か
。

【
答
】
幼
稚
園
と
同
様
に
入
園
の
際
の
準
備
費
用

が
か
か
る
も
の
の
、私
立
保
育
所
と
同
様
に

国
、県
、市
の
財
源
で
運
営
委
託
料
や
市
独

自
の
民
間
保
育
所
運
営
費
等
補
助
金
を
交

付
し
て
い
る
た
め
、支

給
対
象
か
ら
除
外
し

た
。

【
問
】
工
事
期
間
中
を
含
め
た
来
庁
者
用
駐
車

ス
ペ
ー
ス
確
保
の
考
え
方
は
。

【
答
】
現
状
の
２
５
４
台
か
ら
新
庁
舎
整
備
後

は
約
３
０
０
台
に
増
や
す
。工
事
期
間
中
は
、

現
庁
舎
敷
地
内
や
近
隣
の
公
用
駐
車
場
等

を
使
用
す
れ
ば
、平
面
駐
車
場
の
み
で
確
保

が
可
能
と
考
え
る
。

【
問
】
建
築
費
指
数
の
動
向
と
、そ
れ
に
基
づ
く

適
切
な
事
業
費
の
算
出
方
法
に
つ
い
て
の

認
識
は
。

【
答
】
建
築
費
指
数
は
２
年
度
以
降
前
例
が
な

い
上
昇
傾
向
が
続
い
て
お
り
、今
後
の
想

定
は
困
難
で
あ
る
た
め
、詳
細
な
事
業
費

は
設
計
業
務
を
進
め
て
い
く
過
程
で
算
出

し
、事
業
費
が
変
動
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば

改
め
て
説
明
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

今
後
の
設
計
段
階
で
は
、可
能
な
限
り
事

業
費
の
抑
制
に
努
め
、コ
ス
ト
削
減
に
つ
な

が
る
建
物
の
構
造
、仕
上
げ
、設
備
等
を
積

極
的
に
採
用
し
、機
能
的
で
シ
ン
プ
ル
な
庁

舎
を
目
指
す
。



７月22日	 福祉委員会　「６年度国民健康保険料」

９月20日	 政策課題調査特別委員会　「まち・ひと・しごと創生総合戦略」
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委 員 会 を 開 催 し ま し た

政
策
課
題
調
査
特
別
委
員
会

9
月
20
日

分
庁
舎
等
整
備
工
事
基
本
設
計
書（
案
）

新分庁舎等の整備方針を整理 　

分
庁
舎
等
整
備
工
事
基
本
設
計
書
（
案
）
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
・
答
弁
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
問
】
新
分
庁
舎
南
側
に
整
備
す
る
駐
車
場
の

活
用
イ
メ
ー
ジ
は
。

【
答
】
来
庁
者
用
12
台
、公
用
車
用
78
台
の
平
面

駐
車
場
を
整
備
す
る
が
、新
本
庁
舎
の
工
事

期
間
中
は
本
庁
舎
の
既
存
駐
車
場
が
工
事

エ
リ
ア
と
な
る
た
め
、全
90
台
分
の
駐
車
ス

ペ
ー
ス
を
来
庁
者
用
駐
車
場
と
し
て
運
用
す

る
予
定
。

【
問
】
物
価
や
人
件
費
の
高
騰
が
心
配
さ
れ
る

が
、実
施
設
計
に
お
け
る
事
業
費
抑
制
に
対

す
る
考
え
は
。

【
答
】
近
年
の
建
築
費
指
数
の
上
昇
傾
向
を
踏

ま
え
、少
し
で
も
早
い
工
事
の
発
注
が
事
業

費
の
抑
制
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。車
庫
棟

の
建
設
や
現

分
庁
舎
の
解

体
等
の
工
事

に
つ
い
て
、12

月
定
例
会
で

の
補
正
予
算

計
上
を
検
討

し
て
い
る
。

現在の分庁舎

委員会で行ったその他の調査

陳 情 を 審 査 し ま し た

※　陳情第１３号は陳情取下書の提出があり、取り下げとなりました。
※　国や県に対して意見書の提出を求める陳情や、６年９月定例会の審査になじまないと判断された陳情は、申し

合わせにより各派交渉会において「聞きおく」とし、全議員にその写しを配付します。なお、「聞きおく」とさ
れた陳情のうち、陳情内容により意見書や決議の発議が必要と各会派が判断した場合は、案を添えて議長に申
し出ることになっていますが、申し出はありませんでした。

陳情第10号 私立高校生の父母負担を軽減し、学費負担の公私格差を是正するために豊川市独自の授業
料助成制度の拡充を求める陳情

陳情者代表　川崎　佐織

結 果 陳情第１０号は、市民文教委員会において、「趣旨採択」と決定。

陳情第11号 愛知県の私学助成の拡充に関する意見書の提出を求める陳情

陳情者代表　川崎　佐織

陳情第12号 国の私学助成の拡充に関する意見書の提出を求める陳情

陳情者代表　川崎　佐織

陳情第14号 議員による職員への政党機関紙の庁舎内勧誘行為の中止を求める陳情

陳情者　小林　久尚はじめ2名   

結 果 陳情第１１号、陳情第１２号、陳情第１４号は、各派交渉会において、「聞きおく」と決定。
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　市議会では、市の各種施策について、全国の議会関係者
の皆様からの視察の受け入れを行っています。
　視察では、事業の概要等の説明後、質疑応答を行い、
貴重な意見・情報交換の場となりました。

行政視察の受け入れを行いました

７月３日　三重県鈴鹿市　
　　「町内会電子回覧板『結ネット』」

７月31日　東京都府中市　
　　「ＤＸの推進」

７月３日　三重県鈴鹿市 ７月31日　東京都府中市

常任委員会の行政視察報告　～先進地を視察しました～

福祉委員会

市民文教委員会

産業建設委員会

姫路市立中央乳児保育所にて

八尾市教育センターにて

佐用町議場にて

７月	 30日	 兵庫県明石市	 ０歳児見守り訪問「おむつ定期便」、	
離婚等のこども養育支援

７月	 31日	 兵庫県姫路市	 こども誰でも通園制度のモデル事業
８月	 １日	 大阪府寝屋川市	 待機児童保育施設の開設事業

７月	 30日	 大阪府八尾市	 不登校支援
７月	 31日	 兵庫県小野市	 夢と希望の教育
８月	 １日	 兵庫県伊丹市	 インクルーシブ教育

７月	 31日	 兵庫県三木市	 デマンド型交通「チョイソコみき」
８月	 １日	 兵庫県佐用町	 山林の引き取り制度
８月	 ２日	 大阪府八尾市	 ゼロカーボンシティやお 推進協議会

　姫路市では、保育所等に通っていない０歳６カ月から満３歳未満の子供
を対象に、保護者の就労要件を問わず、月10時間の範囲内で定期的な預か
りを行う「こども誰でも通園制度」を、６年度か
らモデル事業として実施しています。８年度か
らの全国での本格実施に先駆けての取り組み
であり、先進地での実施状況や現時点における
課題などは、今後本市での事業実施を考える上
で大変参考になりました。

　八尾市では、不登校の小中学生を対象に、インターネットの仮想空間を
活用した「オンライン学習支援」、「オンラインde居場所」を５年度から実
施しています。貸し出される児童生徒用端末を活用し、仮想空間でのコミュ
ニケーションや個別学習、全体学習を行う取り
組みであり、ＩＣＴの活用も含めた多様な教育
機会や居場所を確保する取り組みは、今後本市
での不登校支援を考える上で大変参考になり
ました。
（不参加委員：井川）

　佐用町では、面積の８割を山林が占めており、所有者不明の山林や、放
置山林が将来的に増えることが予想されています。その対策として、所有者
による経営管理が困難な山林の引き取りを４年度から開始し、町有林を活
用した持続可能な林業システムの構築や、地球
環境への貢献などにも取り組んでいます。先進
地における取り組み状況や課題は、本市の山林
保全などを考える上で大変参考になりました。
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　市議会の本会議や委員会
は、どなたでも傍聴することが
できます。
　会議の開催日をご確認の上、
市役所本庁舎３階の議会事務
局までお越しください。

議会は傍聴できます 議会を動画で
ご覧いただけます

　本会議は、インターネットで
ライブ中継・録画配信を行って
います。
　また、本会議は、本庁舎１階
のロビーで生中継します。

市議会公式 SNS
議長公務の様子や
会議の内容などを
お届けしています

スマートフォンなどへ、豊川市議会
だよりを配信しています。

☜ 二次元コードからアクセスできます。

FacebookInstagram

インターネットの
配信はこちらから☞

議会だよりの議会だよりの
表紙写真募集表紙写真募集

　議会だよりの表紙に写真を掲載してみませんか。
　風景やイベントなど、市内で撮影された写真
（未発表のものに限ります。）を広く募集して
います。
　なお、撮影された本人または対象物の所有者の
承諾が得られているものに限ります。
　また、お寄せいただいた写真は、表紙以外の箇所
に掲載させていただくことがあります。

【応募方法】
　題名、撮影場所、撮影年月日、住所、氏名、電話番
号を明記の上、議会事務局までお送りください。（直
接持ち込み可）
e-mail　gikai@city.toyokawa.lg.jp

発行／豊川市議会　編集／議会だより編集委員会　
お問い合わせ先／豊川市議会事務局　
〒４４２－８６０１　豊川市諏訪１丁目１番地　電話０５３３－８９－２１５０

豊川市のホームページで
「議会だより」がご覧になれます

豊川市議会だより 検索

財源確保のため、有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは直接広告主へ。広告

会期日程予定
11月 29日 （金） 開会・議案説明 13時 30分 

12月 　4日 （水） 一般質問 10時 

12月 　5日 （木） 一般質問 10時 

12月 　6日 （金） 一般質問 10時 

12月 10日 （火） 議案付託・一部採決 13時 30分 

12月 12日 （木） 常任委員会（議案審査） 10時

12月 13日 （金） 常任委員会（議案審査） 10時

12月 17日 （火） 討論・採決・閉会 13時 30分 

 マークの日はライブ中継を配信しています。
日程は変更になることもありますので、詳しくは議会事務局へ
お問い合わせください。

令和 6 年
第４回定例会

次の定例会の
予定だリン☆

☝


